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1. 理論的考謀

議線吊水平分力費佑計の卒衡方程式は一般に

且！Hsin6=0や －－－－－－－－ ・・・・・・ ・・・・・ ・・・・・・・・ ・ (1) 

で，闇より E は虫卸都滋場の7j(.2fi分力， M は磁石の磁無能率， θは磁軸と磁無子午線との爽角，や

は吊糸の振れの角，そして C は所間振れの常裁を袋はす．

温度の昇降に伴ひ磁無能率及び擦れの常数は何れも艶化する．従って千備も亦動揺しτ磁石は元

の位置から t::..6丈偏侍する.(1）式の微分を求むれば

aM , ac 
MH  costJ ・ A6+Hsin6・ ~ナ・ A.t=-c. A.θ＋φ・一一－ e, at ・ at

之に {1）式からやの値を代入すれば

/1 dC 1 dM¥ 
Aθ＝MHsin6（－一一一一一一 ｝A.t/(MHcosθ＋c). 

¥Cdt Mdt) 

然るに自記紙上の伺傍 A”は，之と磁石の鏡面との距離を Rとすれば，ム偽＝2ll・A.（｝ たるが故に

11 dC 1 dM¥ 
A”＝ [2RM sin 6/(MH cos 6+ O)]H（一一一一一一一｝

¥ C dt M cl& J 

拾に 2RMsin 6/(111 H cos6+ C）は感度で，磁場の強さが単位の力の時の偏怖に相官し，今仰を寸

法値とすれば，是れは土で表はされる・然らぽ
Cg 

A.n＝亙／1dC 1 dM¥ ( } • . .. (2) 
tn¥C dt 且fdi J 

偏傍 A’．が調度と無関係潅る矯にはムSの係撒，此臓では括弧内の項が零とならなければならぬ・

l dM 
然し乍ら磁石の温度係数一一ーは常に負数であるから却k さうは行かぬ．斯様主主事情で温度補整

M dt 

には普通温度の費佑tc感じ.SIJ伺tc廻鞘能率を生やるやう，補助磁石或は横械的考案を利用せねば友

らぬ．

借て強磁性新合金 thermalloy或は cnlmalloy叡を磁棋能率 Mot.tる磁石と窓ね合せると，此合

金抵は感感に依り磁化し磁無能率 Maを縛る．而して金融無能率 M は明かに
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M=.illo-M1 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ •· ·• ・・ ・ ・ ・ ・ • ・・ • ·• • ・ ・ ・ ・ ・・（3)

此合金は溢度の上H・に従ひ磁佑寧 κが殆ど直御旅減少し，共 Curie鈷（κ＝0）は約 100°Cであ

る・斯くて温度の上材・l'C従ひ磁無能率 M。及び払は減少し，金磁無能事]J[は僚件次第で不鍵と

もなり，又増減何れも可能である．

(3）式を（2）式に代入すれば

.6. H(IdC ldMo ld.3’） , =-I －一一一一＋一一」1.6.t,
611＼’l dt M clt M dt ） ’ 

従って温度補盤の保件式は

1 dO .t dilf.。ldM1
一一一一一.....：：；：：＋一一」＝υ．・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（4)
0 de M0dt M dt 

1 dC 1 dMo 
設に 一一ー は吊糸の温度係数で β とし， 一一ー は磁石の米れで －q とする．然らぱ（匂式は

C d& Mo dt 

Mo 1 '1U. ;i’a 
β＋qー＋一~＝01 ~！：：；l. 

M M dt 

1 dM, 
β＋q＋・一」＝0. ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（5)

Md' 

今合金援の磁佑の強さを J，其値積を的且磁石に依って生じ此板に作用する磁場の平均の強さ

を H，， とすれば，磁気音締 Mi=J1v＝κH,i＂となる・若し此合金板の鮮さを組めて簿くすれば大雑

把に

H11=NJ0 

と宥倣せる.Nは硝石の反磁係撒で，んは其磁佑の強さである．斯くて

dM1 d" ll.10 
.lll1 =1eNJov, ー」＝NJo旬ー＋1eNvー」．

’ dt ’ dt dt 

Mo dκ 
東に磁石の館前を官。とすれば Jo＝ー となり，ーは calmalloyの磁佑Z訟の調度係数で常に負鋭

110. dt 

を採るから

dll.fn 
一ー＝ー叫 一一~＝－Moq.at at 

dM1 
τf=-NーMo（α＋1eq). －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－・・・（7)
帥・ '110 

dM1 
設に刊は αに比較して省略出来る而して（6）式からーーを代入し，竺E今1とすれば

dt ~［ 

β＋g-t:iN手＝0.……・・…・・・・・・・・ ・・…・…（8)
VO 

此式では uのみが未知数で他は純ペて既知量である・放に合金板の値税旬・を加減して（7）式を満
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足せしめ縛る隷で， i且度補撃は衣式で費現出来る事にたる．

，ーβ＋q
Nα 

旬

• . (9) 

此底で注意すべ含は（7）式の反磁係数N を磁石の全長に亙る平均値とすれば，也almo.lloy叡の長

さが一定怠る限れ之れは不鑓でるる事である．故に或磁石に就いて温度補盤用 co.lmolloy振の髄

績は共長さに依り相拠るであらう．

2. 熱性磁集合金側lmalloyの性質

calmalloy の特性は外部磁場に依る感臨磁無並に謹磁喜容が地度のよ舛とうft~に念激に減少する事で

あって， oolmalloyA K就いては約 140・C(CUl旬鮪）に於て零になる．

斯様11緯で此合金は過去に於てはEι電築工事上電築測定栂具の温度補整に利用された．共臨理

は上越のものと同じで，理論的にも質際的にも寧ろ簡阜でるる．補撃すべきものか鴫無能率ではな

くて磁場であり，且叉磁石は棟形のものではたくて馬蹄形であったからでをるる．

今度使用した合金は Leningrad度量衡局費験室の製作で衣の如き成分を有する： nickel55.8%, 

銅 24.9%，銭 15.5%,silkon' 1.8%, milgnese 1.296, odmxitul'es 0.8%.標本の形放は角桂で

l.12xl.12×10cm5.，而して共磁黛的性質も亦同所で無定位磁力計を用ひ種々の温度に於て試輸され

た・其結果は第1臨に示す通りも即ち 3個の相異れる磁場に於て磁化の強さん磁化軍事 κ及び

係数 α＝｜ま｜は温度に依闘し， i蜘 Zぽ乃至 ao・c1.t.：，範囲内では勝のH剛直線と宥備し

τ宜しい．
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s.責験的役極

成筑験に使用した磁石は nickcl-nlru.inium銅色共大いさは 2.5×2.5×20mn九そして共温度係

教は磁力計を用ひ q=464x10・0 を得九之を水平分力鑓化百十に接泣い共湖底を 16・乃至60・C聞

に鑓化せしめ， e聾遠鏡と尺度’の方法で費税規制する事とし，寸法他測定には Helmholta線輪を
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用ひ εu=l.27γ＇／muしと した．而して磁石に calmalloy援を取附け或は取外して極々の温度に於て

調査したのである．共結果は第2聞の如くで，縦軸tc磁石の偏怖，横軸に温度を採った

calmnlloy 坂の大いさは高さ 1~= 0.089 cm.，幅 b=0.193cm，長さ Z=l.568cm.，従って共髄:b't

’＝0.0270cc.とたる．斯くて温度補盤は殆E完全と見えるが，柾の大いさは質験的に選探修盤を要

t.., '1史際は共大いさを1J、さくし乍ら温度系教を硯測しつL決定したのである．

1~｝艶佑骨t·のi且庇係数ーの＝ー（q＋β）は森易にヨ穴式で算出される．。n..川及び判t は混成 to及

び ttt:於ける伺侍を裁はず．

ーの＝..！~二主.~
to-t H 

此際平均値としての＝851×10-0を得た・而して qのfu'.（依既知であるから， M糸の槌度係激 β＝

as1x10・aとなる．

質践の結果を理論と比較する.tζ大分開きが見交けられる・（！』）式に依れば calmallq.y板の健舗は

旬＝O.O!Oec・1 図に今の場合反磁係止は 0412である．然るに賞際には，，= 0.027 cc.とたり前者

の牛分そζそこに泌ぎたい．此IJ!lきは（0）式が近似値しか興へや， JLX・使用した磁石の大いさに基

いて偲定したjメ磁係数が， 2授は頁に句lnutlloy叡の形見｝＼及び大いさに闘する'.Imと依り説明さるべき

でt>る．見もあれ理論的考察は較の健肢の目安を興へるから，之を通じて賞践的択こ不惑の門に入る

事が出来るのである．

之を要するに著者の提出した方法は水平分）J鑓化計の湖底係数を本にする；！Jiが出来，謀長IEの磁筑

的・光高齢的特又機械的方法と典り，（i）費化lH·に特別の細工を施さや｝~他で事情み，買に (ii）境佑

自十を拐附ける：場所の械喝の大1J、に無閥係で、ある．
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